


川崎

※表記の時間は電車を利用した場合の最短時間

■ 電車でのアクセス

品川まで８分

羽田空港まで13分
横浜まで７分

★首都圏の中央部に位置

★羽田空港に隣接

首都圏の中央部に位置する川崎市



● 人口（人）
（2024年４月1日現在 各都市推計人口）
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政令指定都市で
第６位

1,548,254 人

0

25

50

75

100

125

150

175

T9 S5 S15 S25 S35 S45 S55 H2 H12 H22 R2

大正13年
市制施行
50,188人

昭和48年
100万人

平成29年
150万人

昭和32年
50万人

昭和47年
政令市移行
980,280人

（万人）

（年）

（万人）

● 人口の推移 （国勢調査結果及び推計人口）

川崎市の人口 ～住む人が増え続けるまち～

令元年5月に神戸市を逆転



川崎市の人口 ～住む人が増え続けるまち～
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● 人口増加率（過去20年間）（％）
（令和2年、平成12年国勢調査）



42.8川崎市１位
43.1福岡市２位
44.3仙台市３位
44.3さいたま市４位
44.4広島市５位

大都市で最も若い!
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● 平均年齢（歳）
（令和２年国勢調査）

43.7歳

川崎市の特色 ～若い人が多いまち～



中村 茂 公益財団法人川崎市文化財団理事⾧

川崎生まれの川崎育ち。民間企業勤務を経て、
1988年川崎市役所へ。宮前区役所を皮切りに、
総務局、環境局、高津区役所、総合企画局、こ
ども未来局などを経て、2021年から市民文化
局⾧、2024年に退職。その間、自治基本条例、
市民活動支援、コミュニティ施策、文化行政、
環境まちづくりなど、参加と対話、現場主義を
大切にしながら、いくつかの事業に関わってき
た。この６月から公益財団法人川崎市文化財団
理事⾧。最近は哲学対話にはまっている。

自己紹介



暮らしを取り巻く環境の変化

●策定の背景
① 超高齢化と人口減少社会の到来

② 地域コミュニティの希薄化
～コミュニティデザインの行方～

③ 新たな公共サービスの模索
～揺らぐ公共概念と新たな公共空間の創造～

④ 新しい「豊かさ」
～ポスト成⾧時代における「豊かさ」とは～

⑤ 持続可能性への挑戦
～「サステイナブル・シティ」と政策統合～



内閣府資料から

（2008年）

12,808万人
日本の総人口のピーク

超高齢化と人口減少社会の到来



※2015(平成27)年国勢調査

■「夫婦と子供から成る世帯」の推移

・1985(昭和60)年 ４０．５％
↓

・2015(平成27)年 ２７．１％

■「単独世帯」の推移

・1985(昭和60)年 ３２．４％
↓

・2015(平成27)年 ４３．２％

(世帯数）

一般世帯数
夫婦のみ
の世帯

夫婦と子供
から成る世帯

ひとり親と子供
から成る世帯

その他の
親族世帯

非親族世帯 単独世帯

681,701 119,855 184,855 47,026 26,211 9,106 294,648

川崎市の世帯構成 増える「単独世帯」



１９７０年代後半に、精神的豊かさを重視する人が物質的豊かさを重視する人が
上回り、１９７９年以降、その差は年々拡大傾向にある 内閣府「国民生活に関する世論調査

これからは心の豊かさか、まだ物の豊かさか



ミュニシパリズム
フィアレスシティ

おひとり様

ロハス

代行サービス

SNS

人生100年時代

ダイバーシティ

シェアリング
個人の発信

テレワーク

様々な要素や価値観が混ざり合って
いてこれからも複雑になり続ける。超高齢化

孤立・孤独

都市の空洞化
ダブルケア

ヤングケアラー少子化

新たな格差
差別と分断

コロナ禍

社会が複雑になっていく未来



出典:東京大学文学部社会学研究室による調査結果
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【調査結果】
・地域信頼が高い人ほど健康に満足している
・水平的ネットワーク（ボランティア、スポーツ、趣味などのグループのいず
れか） に参加している人ほど、幸福度が高い。

「地域のつながりが豊かな地域をつくる」ということが明らかになりつつある。

川崎市の地域包括ケアシステムに関する市民意識・実態調査



注) 社会参加活動は地縁的活動のみ

※数値が大きいほど影響が大きいことを示す

出典:慶應義塾大学髙山緑教授らによる調査

高齢者における地域環境、社会とのつながりが幸福感に与える影響



第１章 策定の目的と背景

第２章 川崎市におけるコミュニティの現状と課題

第３章 基本理念と今後の方向性

第４章 「新たなしくみ」の構築に向けた今後の取組

第５章 市民創発に呼応する行政のあり方

第６章 これからの検討課題と今後の進め方

川崎市「これからのコミュニティ施策の基本的考え方」 2019年3月策定



「市民創発」による市民自治と多様な価値観を前提とした

「寛容と互助」の都市型コミュニティの形成

市民自治と多様な価値観を前提とし、様々な主体の出会いとその相

互作用によって、新たな価値を生み出しながら変化を促し、地域の課

題をしなやかに乗り越え、その具体的な解決を導く「市民創発」へのパ

ラダイムシフトにより、多様なつながり（ソーシャルキャピタル）や居場

所を創出しつつ、幸福度が高く、誰もが認められる社会的包摂の進ん

だ持続可能な都市型コミュニティを目指すという将来像を「希望のシナ

リオ」として掲げ、その実現に向け、総合的に施策を展開していく。

基本理念



イスナデザイン「希望のシナリオ」









「基本的考え方」に基づく現時点の主な施策

「まちのひろば」
への支援

ソーシャル
デザイン
センター

町内会・自治会
支援

地域デザイン
会議

川崎市役所
の意識改革



連続する動的変化他者との出会い・共感の連鎖反応 ⇒ 変革へ

■「市民創発」のイメージ

自由で対等なネットワーク

「市民創発」とは



市民が主役の市民自治を確立するため、自治の
基本理念を明らかにし、自治を営むための３つの
基本原則を定めています。

川崎市自治基本条例に基づくこれまでの取組を
深化させ、この「基本的考え方」を踏まえ、新た
に「市民創発」という考え方を共有し、より複雑
化する地域課題に対応していきます。

情報共有

参 加 協 働

【川崎市自治基本条例】

〔自治運営の基本原則〕



最初に枠組を定めて、それに合わせるように予算

や機能を当てはめるのではなく、まずはスモールス
タートで始める中、トライアンドエラーで様々な必
要な要素を組み合わせ、余白のデザインを残しつつ、
試行錯誤しながら大きな形をめざします。



「まちのひろば」とは?

「まちのひろば」とは、誰もが気軽に集まれ、

多様なつながりを育む地域の居場所のこと。

身近なところに「まちのひろば」が沢山できるこ

とで、課題解決や健康づくり、支え合い等につな

がるため、未来の川崎市に必要なものと考えてい

ます。



多様な主体の連携により、地域での様々な新しい活動や価値を
生み出し、社会変革（ソーシャルイノベーション）を促す基盤
（プラットフォーム）のこと。

【考えられる主な機能】
・人や団体、企業、資源、活動をつなぐコーディネート機能とプロデュース機能
・支援のニーズとメニューの効果的なマッチング
・地域課題の解決を目指した社会実験の展開
・地域からの視点や市民の立場に立ち、助言や専門的知識を活かした技術的支援、
課題提起等を行う機能

・人材育成 ・「まちのひろば」への支援 ・情報の受発信
・新たな参加、交流のきっかけづくり
・各区の特性に応じて必要とされる機能 など

ソーシャルデザインセンターとは?





これまでの区民会議のリニューアルに向けて、それぞれの区
に地域デザイン会議を設けて試行実施に取り組んできた。
⇒試行実施を踏まえ「川崎市地域デザイン会議運営指針」
を策定し、２０２４年度から本格実施を開始。

地域デザイン会議の方向性

【取組の方向性】
① より多くの市民が関わり参加しやすい機会の拡充
② 弾力的に運用できる柔軟なしくみ
③ 地域コミュニティにおける支えあう関係づくりと、市民創発
型の課題解決を推進

柔軟で様々な場へ参加の場へいわゆる「会議体」から…



しかし、行政からの多くの依頼事務を担ってきたことが、
本来の住民自治活動を阻害する要因の一つとなっている。

住民自治組織としての機能

⇒本来有する機能を果たすための支援強化を実施

行政都合であった関係性を見直し、
真のパートナーシップを築く

行政からの依頼事務の担い手としての機能

⇒受任機能の再考、及び負担軽減の実施

町内会・自治会支援

町内会・自治会活動
応援補助金創設

町内会・自治会への
依頼ガイドライン施行



１ 行政スタイルや組織のあり方

（１）既存の分野別計画等の整理・検討と政策統合への模索

⇒コミュニティ施策の観点から、より良い地域づくりに向けた
縦割り行政の解消へ

（２）「質的改革」と新たな行政スタイルの構築に向けて

⇒行政が担うべきこれからの役割に相応しい新たな自治体像
の構築へ

（３）徹底したプロセス重視と新たな参加手法の導入
⇒地区カルテの協働作成や各種参加手法の導入へ

市民創発に呼応する行政のあり方



２ 職員の意識改革や人材育成

（１）職員参加と意識改革の推進

（２）政策形成能力と実行力の向上

・姿勢、態度と、知識、技術のそれぞれを能力と捉え、向上させていく

係⾧・職員級によるグループワーク
（コミュニティ施策担当者ワークショップ）

【職員参加】
・コミュニティ施策に関する職員アン
ケートの実施

・各種ワーキンググループによる作業
・ワークショップの実施
・市民との協働の実践
⇒特に若手職員の参加が求められる

【人材育成】
・市民志向の更なる向上
・現場主義による課題設定能力
の向上

・市民との対話能力の向上
・コーディネートスキルを有し
チャレンジする人材の育成

【意識改革】
・管理職自らが率先し、
職員一人ひとりの意
識改革を推進

市民創発に呼応する行政のあり方



・社会的孤独と「つながり」の重要性
・多様なつながりを育む地域の居場所「まちのひろば」
の可能性、ケアの社会化に向けて
・地域での新たな活動や価値を生み出し、社会変革を
促すプラットフォームとしてのＳＤＣのこれから
・区民会議の成果とその限界、参加の制度としての
地域デザイン会議へ
・「複雑な問題」、計画行政の限界と「測りすぎ」
「ブルシットジョブ」、 「余白のデザイン」の重要性
・行政機能の相対化、多元的な市民自治の地域社会へ

スライド作成協力：川崎市市民文化局コミュニティ推進部


